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巻
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（
二
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）

八
〇

一
　
は
じ
め
に

合
同
会
社
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
の
会
社
法
制
定
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
合
同
会
社
は
設
立
件
数
も
増
え
て

い
る
（
１
）

こ
と
に
と
も
な
い
、
社
員
間
の
対
立
が
法
的
争
い
へ
と
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
特
に
、
業
務
執
行
社
員
が
二
人
の
二
人
会

社
に
お
い
て
は
、
一
度
社
員
間
の
対
立
が
起
こ
る
と
会
社
の
存
続
を
危
う
く
す
る
ほ
ど
深
刻
な
対
立
が
生
じ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
会
社
設

立
時
に
は
争
い
が
起
こ
る
こ
と
ま
で
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
争
い
が
生
じ
た
場
合
の
対
処
方
法
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
会
社
の
解
散
（
２
）

の
制
度
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
合
同
会
社
に
お
け
る
社
員
の
退
社
請
求
の
方
法
と
し
て
社
員
の
除
名
に
関
す
る

問
題
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
合
同
会
社
に
お
け
る
社
員
の
退
社
請
求
の
方
法

１
　
合
同
会
社
の
社
員
の
業
務
執
行
権

こ
こ
で
は
ま
ず
、
合
同
会
社
の
社
員
の
業
務
執
行
権
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
合
同
会
社
に
お
い
て
は
、
所
有
と
経
営
が
一
致
し
て

お
り
、
社
員
自
身
が
業
務
執
行
に
あ
た
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
（
３
）

。
こ
の
た
め
、
社
員
の
対
立
が
業
務
執
行
に
も
影
響
す
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
だ
か
ら
で
あ
る
。

合
同
会
社
と
は
、
会
社
内
部
の
規
律
に
つ
い
て
は
組
合
と
同
様
に
、
広
く
、
定
款
自
治
・
契
約
自
由
の
原
則
が
妥
当
す
る
会
社
で
あ
り
、

出
資
者
全
員
の
責
任
を
有
限
責
任
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
会
社
法
五
七
六
条
四
項
）。

）
一
六
〇
一
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

八
一

合
同
会
社
は
社
員
が
業
務
執
行
を
行
う
た
め
、
定
款
で
か
な
り
自
由
に
業
務
執
行
形
態
を
設
計
で
き
る
（
会
社
法
五
七
七
条
）。
す
な
わ

ち
、
合
同
会
社
の
社
員
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
合
同
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
（
同
法
五
九
〇
条
一
項
）。
社

員
が
二
人
以
上
の
場
合
に
は
、
合
同
会
社
の
業
務
は
社
員
の
過
半
数
で
決
定
す
る
（
同
条
二
項
）。

ま
た
、
業
務
執
行
社
員
を
定
め
て
業
務
を
執
行
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
（
会
社
法
五
九
一
条
一
項
）。
そ
の
場
合
に
は
、
業
務
執
行
社
員

が
合
同
会
社
を
代
表
す
る
（
た
だ
し
、
他
に
代
表
社
員
や
代
表
者
を
定
め
た
場
合
は
別
で
あ
る
（
同
法
五
九
九
条
一
項
））。
業
務
執
行
社
員
が
二
人

以
上
の
場
合
に
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
業
務
執
行
社
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
定
す
る
（
同
法
五
九
一
条
一
項
）。

そ
の
場
合
で
も
業
務
執
行
社
員
が
各
自
で
会
社
を
代
表
す
る
（
同
条
二
項
）。

業
務
執
行
社
員
に
は
、
①
善
管
注
意
義
務
（
会
社
法
五
九
三
条
一
項
）・
忠
実
義
務
（
同
条
二
項
）
を
負
い
、
②
競
業
規
制
（
同
法
五
九
四

条
）・
③
利
益
相
反
取
引
規
制
（
同
法
五
九
五
条
）
が
課
さ
れ
る
。
任
務
を
怠
っ
た
場
合
は
、
④
合
同
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負

う
（
同
法
五
九
六
条
）
ほ
か
、
⑤
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
第
三
者
に
対
し
て
も
責
任
を
負
う
（
同
法
五
九
七
条
）。

法
人
も
、
合
同
会
社
の
業
務
執
行
社
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
当
該
法
人
は
、
当
該
業
務
を
執
行
す
る
社
員
の
職

務
を
行
う
べ
き
自
然
人
（
職
務
執
行
者
）
を
選
任
し
、
そ
の
者
の
氏
名
・
住
所
を
他
の
社
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
法

五
九
八
条
一
項
（
４
）

）。
職
務
執
行
者
に
つ
い
て
、
業
務
執
行
社
員
の
義
務
や
責
任
に
関
す
る
前
記
①
～
⑤
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。

２
　
退
社
事
由
と
除
名
の
訴
え

合
同
会
社
は
人
的
繋
り
が
強
く
、
社
員
の
意
見
の
相
違
等
に
よ
っ
て
会
社
の
運
営
に
支
障
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
そ
こ
で

退
社
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
退
社
と
は
、
持
分
会
社
に
お
い
て
、
会
社
の
存
続
中
に
特
定
の
社
員
の
社
員
資
格
が
絶
対
的
に
消
滅
す

）
一
六
〇
一
（
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八
二

る
こ
と
を
い
う
（
５
）

。
も
っ
と
も
、
合
同
会
社
の
社
員
は
す
べ
て
有
限
責
任
社
員
で
あ
り
、
出
資
全
額
払
込
主
義
（
間
接
有
限
責
任
）
を
と
る

た
め
（
会
社
法
五
七
六
条
四
項
、
五
七
八
条
）、
投
下
資
本
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
は
会
社
債
権
者
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
（
同
法

六
三
五
条
）。

合
同
会
社
で
は
、
退
社
し
た
社
員
が
持
分
の
払
戻
し
を
受
け
る
（
会
社
法
六
一
一
条
）
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
持
分
の
譲
渡
に
よ
る
投
下

資
本
の
回
収
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
（
６
）

。
退
社
の
規
定
に
よ
り
社
員
が
退
社
し
た
場
合
に
は
、
持
分
会
社
は
、
当
該

社
員
が
退
社
し
た
時
に
、
当
該
社
員
に
係
る
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
定
款
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
同
法
六
一
〇
条
）。

⑴

　退
社
事
由

合
同
会
社
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
退
社
す
る
任
意
退
社
（
会
社
法
六
〇
六
条
一
項
）
と
、
法
定
の
退
社
事
由
に
よ
る
法
定
退
社

（
同
法
六
〇
七
条
）
の
場
合
が
あ
る
。

任
意
退
社
は
、
持
分
会
社
の
存
続
期
間
を
定
款
で
定
め
な
か
っ
た
場
合
ま
た
は
あ
る
社
員
が
生
存
し
て
い
る
間
持
分
会
社
が
存
続
す
る

こ
と
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
は
、
各
社
員
は
、
事
業
年
度
の
終
了
の
時
に
お
い
て
退
社
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る

（
こ
の
場
合
、
六
か
月
前
ま
で
に
予
告
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
会
社
法
六
〇
六
条
一
項
））。
ま
た
、
各
社
員
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
（
７
）

が
あ

る
と
き
は
、
い
つ
で
も
退
社
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
三
項
）。

こ
れ
に
対
し
、
法
定
退
社
は
、
①
定
款
で
定
め
た
事
由
の
発
生
、
②
総
社
員
の
同
意
、
③
死
亡
、
④
法
人
で
あ
る
社
員
が
合
併
に
よ
り

消
滅
し
た
場
合
、
⑤
破
産
手
続
開
始
の
決
定
、
⑥
④
・
⑤
を
除
く
解
散
、
⑦
後
見
開
始
の
審
判
を
受
け
た
こ
と
、
⑧
除
名
、
⑨
債
権
者
に

よ
る
持
分
の
差
押
え
を
受
け
た
社
員
の
退
社
、
⑩
一
部
の
社
員
を
原
因
と
す
る
設
立
無
効
ま
た
は
取
消
判
決
確
定
後
に
他
の
社
員
全
員
の

）
一
六
〇
一
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

八
三

同
意
に
よ
り
合
同
会
社
を
継
続
す
る
場
合
等
で
あ
る
（
会
社
法
六
〇
七
条
一
項
、
六
〇
九
条
一
項
、
八
四
五
条
）。
た
だ
し
、
⑤
⑥
⑦
の
事
由
に

つ
い
て
は
、
定
款
で
、
退
社
し
な
い
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
六
〇
七
条
二
項
）。
ま
た
、
③
④
の
事
由
に
つ
い
て
、
定
款
で
、

当
該
社
員
の
一
般
承
継
人
（
相
続
人
・
合
併
存
続
法
人
）
が
当
該
社
員
の
持
分
を
承
継
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
六
〇
八
条
）。

⑵

　除
名
の
訴
え

⑴
で
述
べ
た
法
定
退
社
事
由
の
一
つ
と
し
て
、
合
同
会
社
に
は
除
名
の
訴
え
と
い
う
制
度
が
あ
る
（
会
社
法
六
〇
七
条
一
項
八
号
、

八
五
九
条
（
８
）

）。
こ
の
制
度
は
、
合
同
会
社
の
よ
う
な
人
的
繋
が
り
が
強
い
会
社
は
、
他
面
に
お
い
て
、
社
員
の
意
思
の
相
違
等
に
よ
り
、

会
社
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
と
き
に
対
処
す
る
方
法
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

除
名
の
訴
え
は
、
持
分
会
社
の
社
員
（
対
象
社
員
）
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
持
分
会
社
は
、
対
象
社
員
以

外
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
に
基
づ
き
、
訴
え
を
も
っ
て
対
象
社
員
の
除
名
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

い
う
「
対
象
社
員
以
外
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
」
に
つ
い
て
、
持
分
会
社
に
は
決
議
機
関
や
決
議
方
法
に
関
す
る
規
定
は
な
い
こ
と
か

ら
、
決
議
の
方
法
は
自
由
で
あ
り
、
持
回
り
決
議
等
で
よ
く
、
招
集
に
つ
い
て
特
別
の
手
続
を
必
要
と
は
し
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
９
）

。

除
名
事
由
は
、
①
出
資
の
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
、
②
競
業
禁
止
の
規
定
（
会
社
法
五
九
四
条
一
項
、
五
九
八
条
二
項
）
に
違
反
し
た
こ

と
、
③
業
務
を
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
、
ま
た
は
業
務
を
執
行
す
る
権
利
が
な
い
の
に
業
務
の
執
行
に
関
与
し
た
こ
と
、

④
持
分
会
社
を
代
表
す
る
に
当
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
、
ま
た
は
代
表
権
が
な
い
の
に
持
分
会
社
を
代
表
し
て
行
為
を
し
た
こ
と
、
⑤

①
～
④
の
ほ
か
、
重
要
な
義
務
を
尽
く
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
除
名
の
訴
え
は
対
象
社
員
を
被
告
と
し
（
同
法
八
六
一
条
一
号
）、
判
決
が

確
定
す
る
と
対
象
社
員
は
退
社
す
る
こ
と
に
な
る
。

）
一
六
〇
一
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八
四

除
名
さ
れ
た
社
員
も
退
社
し
た
社
員
と
し
て
会
社
に
対
し
そ
の
持
分
の
払
戻
請
求
権
を
有
す
る
が
（
会
社
法
六
一
一
条
一
項
）、
社
員
が

除
名
に
よ
っ
て
退
社
し
た
場
合
に
は
、
退
社
し
た
社
員
と
持
分
会
社
と
の
間
の
計
算
は
除
名
の
訴
え
を
提
起
し
た
時
に
お
け
る
持
分
会
社

の
財
産
の
状
況
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
10
）

。

こ
の
除
名
の
訴
え
に
関
す
る
各
論
的
な
論
点
に
つ
い
て
は
、
三
で
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
　
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
提
訴
権
と
除
名
事
由

二
で
は
、
所
有
と
経
営
が
一
致
す
る
合
同
会
社
に
お
い
て
は
、
社
員
自
身
が
業
務
執
行
に
あ
た
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

社
員
の
対
立
が
業
務
執
行
に
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
社
員
の
退
社
を
求
め
る
方
法
が
法
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
二
２
⑵
で
述
べ

た
除
名
の
訴
え
が
あ
る
。
一
で
述
べ
た
よ
う
に
特
に
業
務
執
行
社
員
が
二
名
の
二
人
会
社
に
お
い
て
は
社
員
間
の
対
立
が
激
化
す
る
と
会

社
の
存
続
を
も
危
う
く
す
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
問
題
す
な
わ
ち
二
人
会
社
に
お
い
て
、
除
名
の
提
訴
権
の
有
無
や
除
名
事
由
に
該
当
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
の
が
、
東
京
地
判

令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
（
金
判
一
六
四
一
号
五
〇
頁
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
事
案
を
素
材
に
、
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
提
訴

権
と
除
名
事
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１
　
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
提
訴
権
が
争
わ
れ
た
裁
判
例

二
人
会
社
に
お
い
て
、
除
名
の
提
訴
権
の
有
無
が
争
わ
れ
た
の
が
、
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
で
あ
る
。
こ
の
事
案
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

）
一
六
〇
〇
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

八
五

株
式
会
社
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
以
下
「
Ａ
Ｈ
Ｄ
」
と
い
う
）
は
、
有
価
証
券
の
保
有
お
よ
び
運
用
業
務
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社

で
あ
る
。
Ｂ
社
は
、
不
動
産
の
売
買
、
交
換
、
賃
貸
、
管
理
お
よ
び
そ
の
仲
介
、
代
理
業
並
び
に
宅
地
造
成
開
発
等
を
目
的
と
す
る
株
式

会
社
で
あ
り
、
そ
の
代
表
者
は
Ｄ
で
あ
る
。

Ａ
Ｈ
Ｄ
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
下
旬
、
Ｄ
か
ら
の
勧
誘
を
契
機
と
し
て
、
転
売
目
的
で
Ｃ
社
か
ら
東
京
国
際
空
港
（
羽
田
空
港
）
の
敷

地
内
に
あ
る
Ｃ
社
所
有
の
航
空
機
用
の
格
納
庫
（
格
納
庫
、
事
務
所
お
よ
び
そ
の
付
帯
設
備
・
備
品
等
一
式
を
併
せ
て
「
本
件
格
納
庫
」
と
い
う
）

を
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
Ｄ
が
代
表
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
Ｙ
と
の
間
で
、
本
件
格
納
庫
お
よ
び
そ
の
営
業
権
を
有
効
利
用
す
る
事
業

を
行
う
た
め
の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
、
同
年
四
月
二
〇
日
に
、
Ａ
Ｈ
Ｄ
と
Ｙ
は
、
Ｘ
合
同
会
社
（
原
告
）
を
設
立
し
た
。
Ｘ
社
は
格
納
庫
賃
貸

業
、
管
理
お
よ
び
運
営
等
を
目
的
と
す
る
合
同
会
社
で
あ
り
、
資
本
金
の
額
は
二
〇
万
円
（
設
立
時
の
出
資
額
：
Ａ
Ｈ
Ｄ
一
二
万
円
、
Ｙ
八
万

円
）
で
あ
り
、
Ａ
Ｈ
Ｄ
お
よ
び
Ｙ
以
外
の
社
員
は
い
な
い
。
Ｙ
お
よ
び
Ａ
Ｈ
Ｄ
は
、
い
ず
れ
も
Ｘ
社
の
設
立
時
か
ら
そ
の
業
務
執
行
社
員

の
地
位
に
あ
る
と
と
も
に
、
Ｙ
は
Ｘ
社
の
設
立
時
か
ら
、
Ａ
社
は
令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｘ
社
の
代
表
社
員
の
地
位
に
あ

る
。そ

の
後
の
経
緯
は
後
記
図
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
Ｈ
Ｄ
が
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
八
日
、
本
件
格
納
庫
の
取
得
資
金
と
す
る
趣
旨
で
、
Ｘ
社
名
義
の
預
金
口
座
に
一
八
億
円
を
振
り
込

ん
だ
。
そ
の
う
ち
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
つ
い
て
、
Ｃ
社
の
当
時
の
代
理
人
弁
護
士
Ｅ
の
預
か
り
口
名
義
の
預
金
口
座
に
お
い
て
保
管
し

た
が
、
Ｅ
と
Ｄ
と
の
協
議
の
結
果
、
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
を
Ｙ
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ん
だ
（
以
下
「
本
件
振
込
金
」
と
い
う
）。

Ｄ
は
、
本
件
振
込
金
を
、
本
件
格
納
庫
の
取
得
と
は
直
接
関
係
の
な
い
不
動
産
取
引
や
Ｂ
社
名
義
で
購
入
し
た
不
動
産
の
代
金
の
支
払

に
使
用
し
た
。
Ｄ
は
Ｘ
社
に
対
し
、
平
成
三
一
年
三
月
二
二
日
か
ら
令
和
元
年
七
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
、
本
件
振
込
金
の
返
還
と
し
て

）
一
六
〇
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

八
六

合
計
五
三
〇
〇
万
円
を
支
払
う
と
と
も
に
、
Ａ
Ｈ
Ｄ
に
対
し
、
二
億
一
七
〇
〇
万
円
を
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
を
認
め
る
旨
の
同
日
付
け

確
認
書
及
び
同
額
を
借
入
金
と
し
て
、
一
時
借
用
す
る
旨
の
同
日
付
け
一
時
借
用
書
を
差
し
入
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｙ
、
Ｄ
お
よ
び
Ｂ
社
は
、
前
記
の
各
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
後
も
、
Ｘ
社
に
対
し
、
本
件
振
込
金
と
前
記
の
支
払
額

（
本
件
振
込
金
の
返
還
と
し
て
合
計
五
三
〇
〇
万
円
）
と
の
差
額
（
二
億
二
七
〇
〇
万
円
）
を
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
見
通
し
も

立
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
Ｘ
社
は
、
Ｘ
社
の
業
務
執
行
社
員
で
あ
る
Ｙ
お
よ
び
そ
の
職
務
執
行
者
で
あ
る
Ｄ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｘ
社
に
対
し
て
善
管
注
意
義

務
お
よ
び
忠
実
義
務
を
負
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
格
納
庫
の
取
得
資
金
と
す
る
趣
旨
で
Ａ
Ｈ
Ｄ
が
提
供
し
た
一
八
億
円
を
原
資
と
す

る
本
件
振
込
金
を
Ｄ
お
よ
び
Ｂ
社
の
私
的
支
払
に
流
用
し
、
そ
の
う
ち
二
億
二
七
〇
〇
万
円
を
返
済
せ
ず
、
Ｘ
社
に
同
額
の
損
害
を
与
え

た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
お
よ
び
Ｄ
の
当
該
行
為
は
、
合
同
会
社
の
社
員
の
除
名
事
由
で
あ
る
会
社
法
八
五
九
条
三
号
お
よ
び
五
号
に
該
当

す
る
と
主
張
し
て
、
Ｙ
の
除
名
を
求
め
て
提
訴
し
た
の
が
こ
の
事
件
で
あ
る
。

）
一
六
〇
一
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

八
七

＜時系列表＞
Ｘ社 ＡＨＤ Ｃ社 一般社団法人Ｙ、Ｂ、Ｄ

平
成
30
年

3 月下旬 Ｄからの勧誘を契機とし
て、転売目的でＣ社から
東京国際空港（羽田空
港）の敷地内にあるＣ社
所有の航空機用の格納庫
（格納庫、事務所および
その付帯設備・備品等一
式を併せて「本件格納
庫」という）を取得する
こととする

Ｄが代表者である一般社
団法人Ｙとの間で、本件
格納庫およびその営業権
を有効利用する事業を行
うためのＳＰＣを設立す
ることなどを内容とする
合意

４月13日 本件格納庫の取得資金と
する趣旨で、Ｂ社名義の
預金口座に10億円を振り
込む。

Ｂ社

４月20日 Ｘ社設立。資本金額20万
円。ＡＨＤおよびＹ以外
の社員はいない。

Ｘ設立時の出資額：
ＡＨＤ12万円。業務執行
社員。

Ｘ設立時の出資額：Ｙ ８
万円。業務執行社員。設
立時からＸ社の代表社員

４月26日 Ｃ社・Ｘ社間：Ｃ社がＸ
社に対し本件格納庫並び
にその敷地の使用権およ
び本件格納庫における営
業権を代金2８億円で譲渡
すること、同代金のうち
① ９億円を契約締結日で
ある同日に、②1８億円を
同年 ５月16日に、③ 1億
円を本件格納庫等の転売
手続の完了日に、それぞ
れ支払うことなどを内容
とする売買契約締結

５月1８日 Ｘ社名義の預金口座に1８
億円振込（本件格納庫の
取得資金とする趣旨）

５月22日 当時の代理
人 弁 護 士
（Ｅ）

Ｄは、本件職務執行者と
して、前記の1８億円のう
ち 2億８000万円について、
Ｃ社に対する売買代金と
しての支払を留保した上
で、Ｃ社の国等に対する
本件格納庫に関する未払
の土地使用代金（本件格
納庫の敷地に係る国有財
産使用料）および遅延損
害金の支払に充てるため、
同弁護士（Ｅ）の預かり
口名義の預金口座におい
て保管することを合意

）
一
六
〇
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

八
八

平
成
31
年

3 月13日	
・1８日

Ｅ：Ｄと協
議した上で、
上記の保管
金のうち 2
億 円（13
日 ）・８000
万 円（1８
日）を、Ｙ
名義の預金
口座に振込
（本件振込
金）

3月13日
～同月2９
日頃まで

本件振込金のうち少なく
とも合計 1億５８00万円を、
本件格納庫の取得とは直
接関係のない 3件の不動
産取引に関連する支払の
ために使用。このうち 1
件についてはＢ社名義で
購入した不動産の代金
５５00万円の支払に使用

3月22日
～令和元
年 ７月16
日まで

Ｘ社に対し、本件振込金
の返還として合計５300万
円を支払うとともに、
ＡＨＤに対し、確認書
（ 2億1７00万円を私的に
流用したことを認める
旨）・一時借用書（同額
を借入金として、一時借
用する旨）を差し入れる

令
和
元
年

５ 月13日
頃

本件職務執行者として提
出したＡＨＤの担当取締
役宛ての報告書（本件報
告書）において、弁護士
に保管させた上記の金員
の全額が残存しており、
これを国に対する支払に
充てることが可能である
ことを前提とする内容の
報告をした

6月2８日 ＡＨＤ関係者に対し、既
に弁護士Ｅから同金員の
返還を受けたことや、こ
のうち合計 1億５８00万円
を上記の支払のために使
用したことなどを説明

令
和
２
年

４ 月 ７ 日 Ｘ社の代表社員の地位に
就く

）
一
六
一
六
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

八
九

10月22日 Ｘ社の社員として、本件
職務執行者であるＤが本
件振込金を私的支払に流
用したことを前提に、Ｙ
をＸ社の社員から除名す
る訴えを提起することに
同意

11月11日 本件訴訟提起

12月 ８ 日 本件振込金の私的支払へ
の流用を理由とするＹ・
Ｄ・Ｂ社に対する損害賠
償請求訴訟（東京地方裁
判所令和 2年（ワ）第
31121号）提起

）
一
六
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

九
〇

２
　
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
提
訴
権

⑴

　除
名
の
提
訴
権
に
関
す
る
問
題
点

二
２
⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
除
名
の
訴
え
と
は
、
持
分
会
社
は
、
対
象
社
員
以
外
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
に
基
づ
き
、
訴
え
を
も
っ
て

対
象
社
員
の
除
名
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
会
社
法
八
五
九
条
柱
書
）。
同
規
定
で
は
「
対
象
社
員
以
外
の
社
員

の
過
半
数
の
決
議
に
基
づ
き
」
訴
え
を
も
っ
て
対
象
社
員
の
除
名
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
言
上
、
一
名
の

社
員
に
よ
っ
て
過
半
数
の
決
議
と
す
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
社
員
が
二
名
の
場
合
、
対
象
社
員
を
除
く
と
一

名
の
み
と
な
る
の
で
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
か
が
問
題
と
な
る
。

１
で
述
べ
た
近
時
の
裁
判
例
の
争
点
の
一
つ
が
こ
の
問
題
で
あ
る
。

⑵

　二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
提
訴
権
に
関
す
る
裁
判
例
お
よ
び
学
説
の
検
討

会
社
法
八
五
九
条
に
基
づ
く
社
員
の
除
名
請
求
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の
判
例
（
合
名
会
社
の
事
案
＝
大
判
明
四
二
年
一
〇
月
一
三
日
民
録

一
五
輯
七
七
二
頁
）
は
、
社
員
の
一
人
が
他
の
社
員
の
除
名
を
請
求
し
て
い
る
こ
と
を
、
他
の
社
員
の
全
員
の
同
意
と
解
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
除
名
は
三
名
以
上
の
社
員
か
ら
な
る
会
社
に
お
い
て
の
み
有
効
に
行
わ
れ
う
る
と
解
し
て
い
た
。
こ
れ
は
昭
和
一
三
年
改
正
前
商

法
七
〇
条
で
は
除
名
は
他
の
社
員
の
一
致
に
よ
る
と
し
て
い
た
法
制
度
下
の
事
案
で
あ
り
、
ま
た
、
社
員
が
一
名
と
な
る
こ
と
に
よ
り
直

ち
に
会
社
が
解
散
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
除
名
は
会
社
の
存
続
を
前
提
と
す
る
と
し
て
い
た
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
（
合
資

会
社
の
事
案
＝
大
決
大
正
一
二
年
一
月
二
〇
日
民
集
二
巻
一
号
八
頁
）
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
昭
和
一
三
年
商
法
改
正
に
よ
り
、
会
社
は
、
他
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
で
社
員
の
除
名
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

）
一
六
一
一
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

九
一

き
る
と
し
（
同
年
改
正
商
法
八
六
条
）、
ま
た
、
社
員
が
一
人
と
な
っ
た
こ
と
は
会
社
の
解
散
事
由
で
は
あ
っ
た
も
の
の
（
同
法
九
四
条
四
号
）、

社
員
が
一
人
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
新
た
に
社
員
を
加
入
さ
せ
て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
（
同
法
九
五
条
二
項
）。

社
員
が
二
名
の
会
社
に
つ
い
て
は
、
除
名
に
よ
り
社
員
が
一
名
に
な
る
の
で
会
社
の
解
散
請
求
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
等
と
し
て
除
名
は
認

め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
（
11
）

が
、
そ
の
後
社
員
が
二
名
の
会
社
で
あ
っ
て
も
除
名
を
請
求
で
き
る
と
い
う
見
解
が
有
力
に
な
っ
て

い
っ
た
（
12
）

。

裁
判
例
を
み
る
と
、
山
形
地
酒
田
支
判
平
成
三
年
一
二
月
一
七
日
判
タ
七
八
三
号
二
三
一
頁
（
13
）

も
、
昭
和
一
三
年
改
正
「
商
法
八
六
条

は
、
社
員
の
除
名
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
に
は
、
他
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
社
員
が
三

名
以
上
の
通
常
の
場
合
を
規
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
理
由
の
み
で
、
社
員
が
二
名
の
会
社
に
つ
き
除

名
を
一
切
否
定
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
」
こ
と
や
、
同
年
改
正
に
よ
り
、「
社
員
が
一
名
に
な
っ
た
場
合
で
も
新
た
な
社
員
を
加
え
て

会
社
を
継
続
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
（
九
五
条
二
項
）
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
…
会
社
の
解
散
を
生
ず
る
と
の
理
由
で
除
名
を
否
定
す
る

必
要
は
な
く
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
」
と
し
て
、
社
員
が
二
名
の
会
社
に
お
い
て
も
社
員
の
一
名
が
他
の
社
員
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
解
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
会
社
法
の
下
で
は
持
分
会
社
の
社
員
が
一
名
に
な
っ
た
こ
と
が
持
分
会
社
の
解
散
事
由
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
（
会
社
法

六
四
一
条
四
号
は
「
社
員
が
欠
け
た
こ
と
」
を
解
散
事
由
と
し
て
い
る
）
こ
と
、
さ
ら
に
除
名
の
法
定
事
由
が
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
の
下
で
除

名
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
二
人
会
社
で
あ
っ
て
も
除
名
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
（
1４
）

。

）
一
六
一
一
（
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九
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⑶

　前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
と
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
提
訴
権

⑵
で
述
べ
た
が
裁
判
例
と
学
説
の
傾
向
で
あ
る
が
、
会
社
法
制
定
後
に
お
い
て
、
二
人
会
社
に
お
い
て
社
員
が
除
名
の
提
訴
権
を
行
使

す
る
こ
と
を
求
め
た
公
刊
裁
判
例
が
、
１
で
述
べ
た
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
で
あ
る
。

同
裁
判
所
は
、「
会
社
法
八
五
九
条
に
よ
れ
ば
、
訴
え
を
も
っ
て
社
員
の
除
名
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、
当
該
社
員
以
外
の
社
員
の
過

半
数
の
決
議
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
要
件
は
社
員
が
三
名
以
上
で
あ
る
通
常
の
場
合
を
想
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ

る
こ
と
や
、
会
社
法
に
お
い
て
は
社
員
が
一
名
と
な
っ
た
こ
と
が
持
分
会
社
の
解
散
事
由
と
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
会
社
法
六
四
一
条
参

照
）
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
社
員
が
二
名
の
合
同
会
社
に
お
い
て
も
、
こ
の
う
ち
一
名
の
社
員
の
意
思
に
基
づ
き
訴
え
を
も
っ
て
他
の
社
員

の
除
名
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
⑵
で
述
べ
た
が
裁
判
例
と
学
説
の
傾
向
に
沿
う

も
の
と
い
え
る
。

３
　
二
人
会
社
に
お
け
る
紛
争
と
除
名
事
由

⑴

　除
名
事
由
の
概
要

二
２
⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
除
名
事
由
は
、
①
出
資
の
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
、
②
競
業
禁
止
の
規
定
（
会
社
法
五
九
四
条
一
項
、

五
九
八
条
二
項
）
に
違
反
し
た
こ
と
、
③
業
務
を
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
、
ま
た
は
業
務
を
執
行
す
る
権
利
が
な
い
の

に
業
務
の
執
行
に
関
与
し
た
こ
と
、
④
持
分
会
社
を
代
表
す
る
に
当
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
、
ま
た
は
代
表
権
が
な
い
の
に
持
分
会
社

を
代
表
し
て
行
為
を
し
た
こ
と
、
⑤
①
～
④
の
ほ
か
、
重
要
な
義
務
を
尽
く
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

①
は
、
出
資
義
務
が
社
員
が
会
社
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
他
の
義
務
に
比
し
て
重
要
な
社
員
の
義
務
で
あ
り
、
当
該
義
務
の
不
履
行
は

）
一
六
一
一
（
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そ
れ
自
体
で
除
名
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
除
名
事
由
と
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
1５
）

。

②
は
、
持
分
会
社
は
少
人
数
の
社
員
か
ら
成
る
の
で
、
業
務
執
行
社
員
の
一
人
が
競
業
義
務
に
違
反
し
て
も
、
会
社
の
事
業
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
除
名
事
由
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
16
）

。
こ
の
規
定
に
よ
る
除
名
を
認
め
た
裁
判
例
に
、
東
京
高
判
昭
和
三
一
年
八
月

三
日
（
下
民
集
七
巻
八
号
二
〇
八
三
頁
：
最
判
昭
和
三
三
年
五
月
二
〇
日
民
集
一
二
巻
七
号
一
〇
七
七
頁
の
原
審
）
が
あ
る
。

③
に
定
め
る
「
業
務
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
」
と
は
、
旅
館
ま
た
は
料
理
店
営
業
の
会
社
が
そ
の
店
中
で

賭
博
場
を
開
く
こ
と
、
物
品
売
買
業
の
会
社
が
法
令
に
反
す
る
取
引
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
広
い
意
味
で
会
社
の
行
為
と
み
ら
れ
る
よ
う

な
行
為
を
し
た
こ
と
（
1７
）

、
あ
る
い
は
、
会
社
財
産
の
横
領
そ
の
他
不
正
行
為
を
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
福
島
地
会
津
若

松
支
判
昭
和
四
二
年
八
月
三
一
日
下
民
一
八
巻
七
＝
八
号
九
一
〇
頁
（
1８
）

）。「
業
務
を
執
行
す
る
権
利
が
な
い
の
に
業
務
の
執
行
に
関
与
し
た
こ
と
」

と
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
が
定
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
会
社
法
五
九
一
条
一
項
）
や
特
定
の
社
員
に
つ
き
業
務
執
行
権
が
な
い

こ
と
を
定
め
た
場
合
（
同
法
五
九
〇
条
一
項
参
照
）、
あ
る
い
は
会
社
法
八
六
〇
条
ま
た
は
五
九
一
条
五
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
の
社
員
に

つ
き
業
務
執
行
権
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
以
外
の
社
員
が
業
務
執
行
に
関
与
し
た
場
合
を
い

う
も
の
と
解
さ
れ
る
（
1９
）

。

④
「
代
表
権
が
な
い
の
に
持
分
会
社
を
代
表
し
て
行
為
を
し
た
こ
と
」
と
は
、
越
権
代
表
が
含
ま
れ
、
代
表
権
を
有
し
な
い
社
員
が
会

社
の
名
声
・
信
用
を
利
用
し
て
会
社
の
名
義
で
取
引
を
行
い
、
私
腹
を
肥
や
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
（
20
）

。

⑤
「
重
要
な
義
務
を
尽
く
さ
な
い
こ
と
」
の
趣
旨
は
重
要
な
義
務
違
反
を
除
名
事
由
と
す
る
こ
と
か
ら
、
過
失
の
軽
重
を
判
断
し
て
そ

の
適
用
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
（
21
）

。
ま
た
、
裁
判
例
で
は
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、「
被
告
ら
が
専
ら
会
社
経
営

の
実
権
を
握
り
な
が
ら
、
そ
の
経
算
が
放
漫
に
流
れ
、
遂
に
は
原
告
会
社
を
事
実
上
倒
産
さ
せ
、
更
に
そ
の
債
務
整
理
に
関
し
て
も
種
々

）
一
六
一
一
（
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の
不
手
際
を
な
し
た
こ
と
、
殊
に
経
理
面
が
杜
撰
な
た
め
会
社
の
規
模
に
比
し
て
不
相
応
に
多
額
の
使
途
不
明
金
（
役
員
仮
払
金
）
を
出

し
た
上
、
そ
の
経
理
に
関
し
て
種
々
の
疑
点
を
抱
か
れ
た
ま
ま
現
在
に
至
つ
て
も
そ
の
合
理
的
な
釈
明
を
な
し
得
な
い
こ
と
、
ま
た
早
急

に
そ
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
債
務
の
整
理
に
つ
い
て
も
実
現
性
の
な
い
整
理
案
を
作
成
し
、
こ
れ
が
会
社
の
債
権
者
に
受
け
容
れ
ら
れ

な
い
ま
ま
殆
ど
な
す
と
こ
ろ
な
く
今
日
に
至
り
、
そ
の
遅
延
損
害
金
に
関
す
る
分
の
み
で
も
会
社
に
日
々
相
当
額
の
損
害
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
被
告
ら
の
悪
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
会
社
の
代
表
社
員
ま
た
は
業
務
執
行
社
員
と
し
て
重
大
な
義

務
違
背
で
あ
る
と
い
う
べ
」
き
で
あ
る
等
と
し
て
い
る
（
前
掲
福
島
地
会
津
若
松
支
判
昭
和
四
二
年
八
月
三
一
日
）。

⑵

　前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
と
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
事
由

１
⑵
で
述
べ
た
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
で
は
⑴
③
の
「
業
務
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
」

（
会
社
法
八
五
九
条
三
号
）
に
該
当
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。
同
裁
判
例
は
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

「
前
記
前
提
事
実
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
社
の
業
務
執
行
社
員
で
あ
る
Ｙ
の
職
務
執
行
者
で
あ
る
Ｄ
は
、
Ａ
Ｈ
Ｄ
が
本
件
格
納
庫
の
取
得
資
金

と
す
る
趣
旨
で
Ｘ
社
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ん
だ
一
八
億
円
の
一
部
（
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
）
が
本
件
振
込
金
の
原
資
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
り
（
…
）、
Ｃ
社
の
当
時
の
代
理
人
弁
護
士
と
の
間
で
、
Ｃ
社
の
国
等
に
対
す
る
本
件
格
納
庫
に
関
す
る
未
払
の
土

地
使
用
代
金
（
本
件
格
納
庫
の
敷
地
に
係
る
国
有
財
産
使
用
料
）
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
に
充
て
る
た
め
、
上
記
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
を
同

弁
護
士
の
預
か
り
口
名
義
の
預
金
口
座
に
お
い
て
保
管
す
る
旨
を
自
ら
合
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
…
）、
同
弁
護
士
と
の
協
議
後
に

同
弁
護
士
か
ら
Ｙ
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
同
額
の
金
員
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
合
計
一
億
五
八
〇
〇
万
円
を
本
件
格
納
庫
の

取
得
と
は
直
接
関
係
の
な
い
三
件
の
不
動
産
取
引
に
関
連
す
る
支
出
の
た
め
に
使
用
し
、
こ
の
う
ち
一
件
に
つ
い
て
は
Ｂ
社
名
義
で
購
入

）
一
六
一
〇
（
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し
た
不
動
産
の
代
金
五
五
〇
〇
万
円
の
支
払
に
使
用
し
た
上
（
…
）、
Ａ
Ｈ
Ｄ
の
担
当
取
締
役
に
対
し
、
上
記
の
と
お
り
既
に
同
弁
護
士

か
ら
返
還
を
受
け
て
そ
の
相
当
部
分
を
使
用
済
み
で
あ
っ
た
上
記
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
を
国
に
対
す
る
支
払
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
す
る
趣
旨
の
客
観
的
状
況
に
反
す
る
報
告
を
し
て
お
り
（
…
）、
本
件
振
込
金
の
目
的
外
使
用
を
Ａ
Ｈ
Ｄ
関
係
者
に
認
め
た
後
も
、

本
件
振
込
金
の
大
部
分
（
返
還
済
み
の
五
三
〇
〇
万
円
を
控
除
し
た
二
億
二
七
〇
〇
万
円
）
を
Ｘ
社
に
返
還
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
見
通

し
も
立
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
（
…
）。」

そ
う
す
る
と
、「
Ｄ
は
、
本
件
振
込
金
の
本
来
の
使
用
目
的
を
認
識
し
た
上
で
、
少
な
く
と
も
そ
の
二
分
の
一
を
超
え
る
額
を
故
意
に

目
的
外
に
使
用
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
加
え
、
目
的
外
使
用
さ
れ
た
金
員
の
額
、
Ａ
Ｈ
Ｄ
に
対
す
る
当
初
の
報
告
内
容
、
当
該

金
員
の
返
還
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
等
の
事
情
も
考
慮
す
れ
ば
」、
Ｙ
の
職
務
執
行
者
で
あ
る
Ｄ
の
上
記
行
為
は
、
会
社
法
八
五
九
条
三

号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
判
示
す
る
。

Ｄ
は
、
二
１
で
述
べ
た
法
人
Ｙ
の
業
務
執
行
社
員
で
あ
る
が
、
合
同
会
社
Ｙ
の
本
来
の
業
務
と
は
直
接
関
係
の
な
い
不
動
産
取
引
等
の

た
め
に
使
用
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
⑴
で
述
べ
た
除
名
事
由
③
の
「
業
務
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
」

に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
は
、
除
名
事
由
に
関
す
る
解
釈
を
明
確

に
し
た
事
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
合
同
会
社
に
お
け
る
社
員
の
除
名
の
訴
え
の
選
択

１
で
は
、
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
の
事
案
を
紹
介
し
て
解
釈
上
の
問
題
を
２
・
３
で
検
討
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
裁
判

例
の
検
討
を
中
心
と
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
事
案
を
素
材
と
し
て
、
合
同
会
社
、
特
に
本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
人
会
社
に
お
い
て
社

）
一
六
一
一
（
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員
の
除
名
の
訴
え
が
選
択
さ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑴

　二
人
会
社
に
お
い
て
除
名
の
訴
え
が
棄
却
さ
れ
た
裁
判
例
と
の
比
較

ま
ず
、
３
で
述
べ
た
除
名
事
由
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
に
お
い
て
は
、
二
人
会
社
の
一
方
社
員

の
除
名
の
訴
え
に
つ
い
て
、
他
方
社
員
の
業
務
執
行
行
為
が
除
名
事
由
に
該
当
し
、
除
名
の
訴
え
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。
本
件
と
同
様
に
、

二
人
会
社
で
あ
る
合
同
会
社
に
つ
い
て
、
除
名
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
例
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
京
高
判
平
成
元
年
一
二
月
一
一
日
金
判
一
五
九
四
号
二
八
頁
は
、
原
審
（
東
京
地
判
令
和
元
年
七
月
三
日
金
判
一
五
七
七
号

二
九
頁
）
の
判
断
を
肯
定
し
た
裁
判
例
（
22
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
同
会
社
甲
の
二
人
の
業
務
執
行
社
員
（
乙
と
丙
：
離
婚
協
議
中
の
夫
婦
）
間
で

会
社
の
収
入
の
ほ
と
ん
ど
を
稼
い
で
い
る
乙
に
対
し
、
甲
が
除
名
を
求
め
た
と
い
う
事
案
で
あ
り
、
原
告
甲
は
、
乙
の
行
為
は
３
⑴
で
述

べ
た
除
名
事
由
③
～
⑤
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
除
名
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
東
京
高
裁
は
、

原
審
の
判
断
を
基
本
的
に
引
用
し
て
、「
除
名
は
、
そ
の
意
思
に
反
し
て
社
員
を
合
同
会
社
か
ら
強
制
的
に
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

除
名
事
由
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
当
該
社
員
の
行
為
が
、
形
式
的
に
除
名
事
由
に
該
当
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
ず
、
当
該
行
為

に
よ
り
社
員
間
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
等
に
よ
り
、
当
該
合
同
会
社
の
活
動
が
成
り
立
た
な
く
な
る
（
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
が

あ
る
）
た
め
、
当
該
社
員
を
当
該
合
同
会
社
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
、
当
該
合
同
会
社
が
存
続
し
て
活
動
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
と

い
え
る
よ
う
な
事
情
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」「
被
告
乙
の
行
為
に
よ
り
社
員
間
の
信
頼
関
係
が
一
定
程
度
損
な
わ
れ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
に
よ
り
原
告
甲
社
の
活
動
が
成
り
立
た
な
く
な
る
（
原
告
甲
社
の
事
業
継
続
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
）
と
は
い
え
ず
、
原
告
甲
社
が

存
続
し
て
活
動
す
る
た
め
に
被
告
乙
を
排
除
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
い
え
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

）
一
六
一
一
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

九
七

被
告
乙
を
原
告
甲
社
の
社
員
よ
り
除
名
す
べ
き
事
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
裁
判
例
の
原
審
ま
た
は
東
京
高
裁
の
評
釈
で
は
、
結
論
に
賛
成
す
る
も
の
が
多
い
が
、
理
論
付
け
を
疑
問
視
す
る
も
の
が
あ
る
（
23
）

。

す
な
わ
ち
、
除
名
事
由
に
該
当
す
る
か
否
か
だ
け
で
は
足
り
ず
、「
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
」
こ
と
を
除
名
事
由
に
該
当
し

な
い
こ
と
の
基
礎
付
け
と
す
る
の
は
理
論
的
に
行
き
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

被
告
乙
が
甲
会
社
の
収
入
の
ほ
と
ん
ど
を
稼
い
で
い
る
と
い
う
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
除
名
事
由
の
判
決
理
由
に
つ
い

て
は
理
論
的
に
明
確
な
基
準
が
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
人
会
社
で
他
方
社
員
を
退
任
さ
せ
る
と
会
社
の
存
続
に
影
響
を

与
え
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
も
い
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
３
で
述
べ
た
除
名
事
由
に
つ
い
て
よ
り
明
確
な
判
断
基

準
を
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
前
掲
東
京
高
判
平
成
元
年
一
二
月
一
一
日
と
、
本
稿
で
扱
っ
た
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日

と
で
は
事
案
が
異
な
る
が
、
後
者
の
除
名
事
由
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
は
あ
る
程
度
明
確
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑵

　東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
に
お
い
て
除
名
の
訴
え
が
選
択
さ
れ
た
理
由

そ
れ
で
は
、
⑴
で
述
べ
た
前
掲
東
京
高
判
平
成
元
年
一
二
月
一
一
日
と
は
異
な
り
、
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
に
お
い

て
、
除
名
の
訴
え
が
選
択
さ
れ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
別
訴
で
あ
る
東
京
地
判
令
和
三
年
一
二
月

二
〇
日
（
Ｌ
Ｉ
Ｃ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号
Ｌ
０
７
６
３
１
１
７
４
）
を
も
と
に
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。

こ
の
事
件
は
、
Ｘ
社
が
、
Ｘ
社
の
代
表
社
員
か
つ
業
務
執
行
社
員
で
あ
る
Ｙ
の
職
務
執
行
者
で
あ
り
Ｂ
社
の
代
表
取
締
役
で
も
あ
る
Ｄ

に
お
い
て
Ｘ
社
の
資
金
を
私
的
支
払
に
流
用
し
た
こ
と
が
共
同
不
法
行
為
ま
た
は
善
管
注
意
義
務
違
反
・
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
な

ど
と
し
て
、
Ｙ
・
Ｂ
社
・
Ｄ
に
対
し
、
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

）
一
六
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

九
八

裁
判
所
は
、「
Ｄ
は
、
本
件
資
金
二
〔
Ｃ
社
の
当
時
の
代
理
人
弁
護
士
Ｅ
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
保
管
金
二
億
八
〇
〇
〇
万

円
：
筆
者
註
〕
の
原
資
が
Ｘ
社
に
よ
る
本
件
格
納
庫
の
取
得
資
金
と
す
る
趣
旨
で
Ａ
Ｈ
Ｄ
か
ら
Ｘ
社
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た

一
八
億
円
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
Ｙ
の
職
務
執
行
者
の
地
位
を
利
用
し
て
、
本
件
資
金
二
を
故
意
に
本
来
の
目
的
と
は

異
な
る
目
的
に
使
用
し
、
そ
の
一
部
を
自
身
が
代
表
者
で
あ
る
Ｂ
社
に
よ
る
本
件
不
動
産
代
金
の
支
払
に
使
用
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
」
と
し
て
、
Ｙ
・
Ｂ
社
・
Ｄ
に
よ
る
本
件
資
金
二
の
「
目
的
外
使
用
は
、
Ｘ
社
に
対
す
る
共
同
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
、
Ｙ
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
本
件
資
金
二
の
う
ち
返
還
未
了
で
あ
る
二
億
二
七
〇
〇
万
円
に
つ
い
て
は
、
Ｄ

が
、
Ａ
Ｈ
Ｄ
に
対
し
Ｂ
社
名
義
及
び
Ｄ
個
人
名
義
で
作
成
し
た
二
億
一
七
〇
〇
万
円
の
私
的
流
用
を
認
め
る
旨
の
確
認
書
を
差
し
入
れ
て

い
る
こ
と
や
、
不
動
産
取
引
に
関
連
す
る
支
払
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
一
億
五
八
〇
〇
万
円
を
除
く
六
九
〇
〇
万
円
の
具
体
的
な
使
途
に

関
す
る
説
明
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
他
方
で
、
Ｂ
社
名
義
で
の
不
動
産
取
引
に
使
用
さ
れ
た
の
は
本
件
不
動
産
代
金
の
支
払
に
関
す
る

五
五
〇
〇
万
円
の
み
で
あ
る
こ
と
…
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｙ
及
び
Ｄ
は
上
記
二
億
二
七
〇
〇
万
円
の
全
額
に
つ
い
て
、
Ｂ
社
は
こ
の
う
ち
本

件
不
動
産
代
金
に
相
当
す
る
五
五
〇
〇
万
円
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
し
て
Ｘ
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
も
の
と
認
め
る
の

が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
二
月
二
〇
日
は
Ｙ
・
Ｂ
社
・
Ｄ
の
共
同
不
法
行
為
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
示

と
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
に
お
い
て
Ｙ
の
除
名
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
者
に
お
い
て
共
同
不
法
行
為
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
Ｙ
に
資
産
が
な
け
れ
ば
損
害
賠
償
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
除

名
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
Ｙ
に
は
Ｘ
社
の
持
分
が
残
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
損
害
賠
償
の
原
資
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

後
者
で
除
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
者
の
損
害
賠
償
も
Ｙ
ら
に
対
し
て
き
ち
ん
と
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
考
え

）
一
六
一
六
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

九
九

る
と
、
後
者
は
、
損
害
賠
償
の
争
奪
戦
と
も
い
え
る
本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
要
と
な
る
判
断
が
示
さ
れ
た
と
い
え
、
こ
の
点
で
⑴
で
述
べ

た
前
掲
東
京
高
判
平
成
元
年
一
二
月
一
一
日
と
も
判
断
が
異
な
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
結
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
の
検
討
を
通
じ
て
、
合
同
会
社
に
お
け
る
除
名
の
訴
え
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

二
で
は
合
同
会
社
に
お
け
る
社
員
の
退
社
請
求
の
方
法
を
概
説
し
、
三
で
は
二
人
会
社
に
お
け
る
除
名
の
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
つ
い

て
検
討
し
た
。

合
同
会
社
の
設
立
件
数
が
増
え
て
い
る
現
在
、
前
掲
東
京
地
判
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日
以
外
に
も
、
社
員
間
の
紛
争
が
深
刻
化
し
、

除
名
の
訴
え
が
提
訴
さ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
念
頭
に
、
今
後
の
裁
判
例
の
動
向
に
も
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。

※
本
稿
は
、
令
和
四
年
度
日
本
大
学
法
学
部
研
究
費
［
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究
費
）］「
一
般
条
項
に
お
け
る
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
」

（
代
表 

松
嶋
隆
弘
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）	

令
和
二
年
度
の
税
務
統
計
に
よ
れ
ば
、
合
同
会
社
は
一
三
万
三
八
九
〇
社
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
れ
以
外
は
、
株
式
会
社
（
特
例
有
限
会
社

を
含
む
）
は
二
五
六
万
八
一
〇
九
社
、
合
名
会
社
は
三
三
五
二
社
、
合
資
会
社
は
一
万
二
九
六
七
社
、
ま
た
会
社
以
外
の
法
人
（
一
般
社
団
・
一
般

財
団
法
人
等
）
は
七
万
〇
四
一
九
社
で
あ
る
（
国
税
庁
長
官
官
房
企
画
課
「
令
和
二
年
度
分
会
社
標
本
調
査
─
調
査
結
果
報
告
─
」（
令
和
四
年
五

月
）https://w

w
w
.nta.go.jp/publication/statistics/kokuzeicho/kaishahyohon2020/pdf/R

02.pdf

）。

）
一
六
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

一
〇
〇

（
2
）	

筆
者
は
以
前
、
株
式
会
社
に
お
け
る
会
社
の
解
散
の
訴
え
に
お
け
る
解
散
事
由
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
会
社
の
解
散
の
訴

え
に
お
け
る
解
散
事
由
の
検
討
─
東
京
地
判
令
和
元
年
八
月
三
〇
日
を
素
材
と
し
て
─
」
喜
多
義
人
教
授
追
悼
論
文
集
『
国
際
法
と
社
会
科
学
を
め

ぐ
る
諸
問
題
』
日
本
法
学
八
七
巻
二
号
（
二
〇
二
一
年
）
三
三
頁
）。

（
3
）	
松
嶋
隆
弘
＝
大
久
保
拓
也
編
『
商
事
法
講
義
１
　
会
社
法
』（
二
〇
二
〇
年
）
二
七
一
頁
〔
松
嶋
隆
弘
執
筆
〕。
合
同
会
社
は
、
事
業
者
が
自
由

に
事
業
展
開
す
る
こ
と
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
松
嶋
隆
弘
「
新
し
い
企
業
形
態
に
お
け
る
法
人

格
の
意
義
と
会
社
債
権
者
保
護
」
判
タ
一
二
〇
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
四
頁
。

（
４
）	

法
人
が
業
務
を
執
行
す
る
社
員
に
就
任
し
た
場
合
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
に
課
さ
れ
る
善
管
注
意
義
務
、
忠
義
実
義
務
、
競
業
避
止
義
務
、

利
益
相
反
取
引
規
制
お
よ
び
こ
れ
ら
の
義
務
に
反
す
る
行
為
を
し
た
場
合
に
生
じ
る
法
定
責
任
が
、
当
該
法
人
の
役
員
や
従
業
員
等
関
係
者
の
ど
の

範
囲
ま
で
適
用
さ
れ
る
か
不
明
瞭
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
と
し
て
法
人
が
就
任
し
た
場
合
に
は
、
当
該
法
人
に
自

然
人
の
職
務
執
行
者
を
選
任
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
前
記
諸
義
務
が
適
用
さ
れ
る
人
的
範
囲
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
江
頭
憲
治
郎

＝
中
村
直
人
編
著
『
論
点
体
系
会
社
法
４
（
第
２
版
）』（
二
〇
二
一
年
）
四
四
四
頁
〔
橡
川
泰
史
執
筆
〕）。

（
５
）	

江
頭
＝
中
村
編
著
・
前
掲（
４
）四
六
四
頁
〔
和
田
宗
久
執
筆
〕。

（
6
）	

奥
島
孝
康
ほ
か
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
会
社
法
３
〔
第
２
版
〕』
別
冊
法
セ
二
三
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
六
八
頁
〔
青
竹
正
一
執

筆
〕。

（
７
）	

や
む
を
得
な
い
事
由
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
江
頭
＝
中
村
編
著
・
前
掲（
４
）四
六
六
頁
以
下
参
照
〔
和
田
執
筆
〕。

（
８
）	

合
同
会
社
に
は
、
除
名
の
訴
え
の
ほ
か
、
解
散
判
決
（
会
社
法
六
四
一
条
七
号
、
八
三
三
条
二
項
）
の
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、

合
同
会
社
の
よ
う
な
人
的
繋
が
り
が
強
い
会
社
に
お
け
る
社
員
間
の
対
立
が
激
化
し
た
場
合
に
対
処
す
る
方
法
で
あ
る
（
岩
原
紳
作
編
『
会
社
法
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
（
1９
）
外
国
会
社
・
雑
則
（
１
）』（
二
〇
二
一
年
）
三
二
六
頁
〔
出
口
正
義
執
筆
〕）。
や
む
を
得
な
い
事
由
（
解
散
事
由
）
が
あ
る

場
合
に
は
、
合
同
会
社
の
社
員
は
、
訴
え
を
も
っ
て
合
同
会
社
の
解
散
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
法
八
三
三
条
二
項
）。
①
社
員
間
の
対

立
に
よ
り
信
頼
関
係
が
破
壊
さ
れ
て
膠
着
し
た
不
和
対
立
状
態
が
生
じ
、
会
社
の
目
的
た
る
業
務
の
執
行
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
結
果
会
社
ひ
い
て

は
総
社
員
が
回
復
し
難
い
損
害
を
被
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
や
、
②
社
員
間
に
多
数
派
と
少
数
派
の
対
立
が
あ
り
、
会
社
の
業
務
の
執
行
が
多
数
派

）
一
六
一
一
（



合
同
会
社
に
お
け
る
業
務
執
行
社
員
の
対
立
と
社
員
の
除
名
の
訴
え
（
大
久
保
）

一
〇
一

社
員
に
よ
っ
て
不
公
正
か
つ
利
己
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
少
数
派
社
員
が
い
わ
れ
の
な
い
恒
常
的
な
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
解

散
の
他
に
こ
れ
を
打
開
す
る
手
段
の
な
い
限
り
、
解
散
事
由
が
認
め
ら
れ
る
（
最
判
昭
和
六
一
年
三
月
一
三
日
民
集
四
〇
巻
二
号
二
二
九
頁
。
評
釈

に
北
川
徹
「
判
批
」
神
作
裕
之
ほ
か
編
『
会
社
法
判
例
百
選
（
第
４
版
）』
別
冊
ジ
ュ
リ
二
五
四
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
六
二
頁
）。

（
９
）	
上
柳
克
郎
ほ
か
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
（
１
）』（
一
九
八
五
年
）
三
二
一
頁
〔
小
瀬
村
邦
夫
執
筆
〕、
酒
巻
俊
雄
＝
龍
田
節
編
集
代
表
『
逐
条

解
説
会
社
法
（
９
）』（
二
〇
一
六
年
）
三
四
四
頁
〔
一
ノ
澤
直
人
執
筆
〕。

（
10
）	

除
名
に
よ
る
退
社
と
い
う
効
果
の
発
生
は
、
除
名
の
訴
え
の
判
決
が
確
定
し
た
時
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
除
名
の
効
果
の
発
生
は
除
名
事
由
が

生
じ
た
時
点
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
訴
え
の
提
起
に
お
け
る
会
社
財
産
の
状
況
に
従
っ
て
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
神
田

秀
樹
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
（
1４
）
持
分
会
社
（
１
）』（
二
〇
一
四
年
）
二
六
七
頁
〔
松
元
暢
子
〕）。

（
11
）	

松
田
二
郎
『
会
社
法
概
論
』（
一
九
六
八
年
）
三
九
七
頁
、
石
井
照
久
『
会
社
法
　
下
巻
』（
一
九
六
七
年
）
四
一
九
頁
、
田
中
誠
二
『
三
全
訂

会
社
法
詳
論
　
下
巻
』（
一
九
九
四
年
）
一
二
四
四
頁
。

（
12
）	

大
隅
健
一
郎
＝
今
井
宏
『
会
社
法
論
　
上
巻
（
第
３
版
）』（
一
九
九
一
年
）
九
七
頁
、
上
柳
ほ
か
編
・
前
掲（
９
）三
二
二
頁
〔
小
瀬
村
執
筆
〕。

（
13
）	

前
掲
山
形
地
酒
田
支
判
平
成
三
年
一
二
月
一
七
日
の
評
釈
も
、
判
旨
に
肯
定
的
な
評
価
を
す
る
も
の
が
あ
る
（
受
川
環
大
「
判
批
」
判
タ

八
七
〇
号
（
一
九
九
五
年
）
七
八
頁
、
山
口
和
男
「
判
批
」『
平
成
４
年
度
重
要
判
例
解
説
』
判
タ
八
二
一
号
（
一
九
九
三
年
）
一
八
〇
頁
）。

（
1４
）	

奥
島
・
前
掲（
6
）四
六
三
頁
〔
今
泉
邦
子
執
筆
〕、
江
頭
憲
治
郎
＝
中
村
直
人
編
著
『
論
点
体
系
会
社
法
６
（
第
２
版
）』（
二
〇
二
一
年
）

三
七
二
頁
〔
前
田
修
志
執
筆
〕。

（
1５
）	

岩
原
編
・
前
掲（
８
）六
六
四
頁
〔
伊
藤
雄
司
執
筆
〕。

（
16
）	

田
中
誠
二
＝
山
村
忠
平
『
五
全
訂
　
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
』（
一
九
九
四
年
）
一
一
二
頁
。

（
1７
）	

田
中
＝
山
村
・
前
掲（
16
）一
一
二
頁
。

（
1８
）	

前
掲
福
島
地
会
津
若
松
支
判
昭
和
四
二
年
八
月
三
一
日
の
評
釈
と
し
て
、
島
十
郎
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
四
七
一
号
（
一
九
七
一
年
）
一
四
三
頁
。

（
1９
）	

岩
原
・
前
掲（
８
）六
六
五
頁
〔
伊
藤
執
筆
〕。

（
20
）	

岩
原
・
前
掲（
８
）六
六
六
頁
〔
伊
藤
執
筆
〕。

）
一
六
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

一
〇
二

（
21
）	

上
柳
ほ
か
編
・
前
掲（
９
）三
二
〇
頁
〔
小
瀬
村
執
筆
〕。

（
22
）	

原
審
の
評
釈
と
し
て
、
中
村
康
江
「
持
分
会
社
に
お
け
る
社
員
の
除
名
制
度
と
除
名
事
由
」
立
命
館
法
学
三
八
七
・
三
八
八
号
（
二
〇
一
九
年
）

二
三
六
頁
以
下
、
長
谷
川
乃
理
「
判
批
」
税
務
事
例
五
二
巻
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
七
三
頁
、
一
ノ
澤
直
人
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説
編
集
委
員
会

編
『
速
報
判
例
解
説
─
新
・
判
例
解
説W

atch

─
　
2７
号
』
法
セ
ミ
増
刊
（
二
〇
二
一
年
）
一
一
三
頁
、
神
吉
正
三
「
判
批
」
龍
谷
法
学
五
四
巻

一
号
（
二
〇
二
一
年
）
三
五
三
頁
、
小
林
俊
明
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
六
六
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
五
〇
頁
、
東
京
高
裁
の
評
釈
と
し
て
、
松
元
暢

子
「
判
批
」
櫻
田
嘉
章
ほ
か
編
『
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
63
号
』
法
律
時
報
別
冊
（
二
〇
二
一
年
）
九
四
頁
、
南
健
悟
「
判
批
」
金
判
一
六
二
一
号

（
二
〇
二
一
年
）
二
頁
等
。

（
23
）	

長
谷
川
・
前
掲（
22
）七
六
頁
、
小
林
・
前
掲（
22
）一
五
二
頁
、
松
元
・
前
掲（
22
）九
七
頁
、
南
・
前
掲（
22
）六
頁
等
。

）
一
六
一
一
（




